　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和2年度事業報告書
特定非営利活動法人兵庫大阪ヒューマンホープ
1、 特定非営利活動に係る事業の成果
令和2年4月～令和3年3月の1年間に、我が国の経済活動と社会活動の両側面において、新型コロナ

ウイルスの感染拡大防止による緊急事態宣言が2度も兵庫県におきましては発出され、また、令和3年5月

28日（金）には、さらに菅政権による延長決定により3度目の緊急事態宣言と各種経済活動等を行うにも、
非常に厳しい状態の中、特定非営利の活動や障がい者の就労支援そのものもほぼ自粛や活動停止に近い

運営並びに行動を余儀なくされ、思い切った活動や日々の運営前進ができない1年でもありました。

障がいがある方々につきましては、持病や基礎疾患がある方も多くおられますので、特に感染防止対策が要で
日々職員を中心として特に気を付け、我慢ばかりの年で、また生活における不安もかなり増大した1年であり、

日本国全体でかなり疲弊を余儀なくされた極めて厳しい状態でありました。

そのような中でもＮＰＯの活動そのものを停止させる訳にもいかず、日々収益や売上を上げるべき就労継続支

援Ａ型事業として、また障がい者の生活基盤と社会生活を維持していく為にも、本当に必死に取り組みました。
しかし、感染拡大防止の観点から兵庫県庁の指示や方針を守り、活動そのものは自粛し、営業も本格的には

できませんでした。健康面や身体的な面も何とか大事には至りませんでしたので、それだけでも有難いと痛感
した令和2年度でありました。
また、売上面や生活面の基盤である生産活動収入が極めて停滞し、大幅な減収となりました。

そのような中でも障がい者の生きる希望の擁立並びに働く喜びだけは、見出し続ける必要が常にありますので、
絶やさないように必死に努力し続けました。

希望と誇り、自信を持ち、皆が幸せで希望に満ち溢れる社会づくりの必要性に基づいた、社会での労働市場
づくりと地域の雇用創造の活動を来年度こそ実現したいと切に願う次第です。これからワクチン接種にもチャレ

ンジして、今後も可能な限りＷＩＴＨコロナの考え方で上手く付き合える共生社会の実現に向け、1歩・1歩邁進
していきたいと考えております。

当事業所の就労における取り組みにつきましては、自粛の中でも箱づくり、ラベル貼り、各種商品の検品や
梱包、分別と食品製造や封入作業、既定量検品等で、商材を関東地域に出荷、特に神奈川、千葉、銀座方面への発送が多く、その食品の卸売・小売を引き続き実施できました。
施設外での就労はコロナの兼ね合いで未実施となり、実施したかったですが不可能となりました。
さらに売上増を図るべく、法人マスコットキャラクター「ホープくん」の企画、販売にも着手できました。
（重要記載欄）
当法人での障がいのある方の企画商品であるコロナ対策用非接触用途である法人マスコット鳥の製作や製品化

と販売も開始し、その商品画像と今年度木口福祉財団様からの助成による顧客卸販売管理ソフト等もご提供を
頂き、その画像掲載をさせて頂きます。
このソフトご提供により、販売業務の効率化とコロナ禍における生産活動の減少幅を縮める事ができました。

それでも収益は大幅に減少し、従業員への給与保障や賃金は毎月支給する必要があるため、売上減でも
給与支給を維持し、生活の保障や暮らしの安定に関しては、達成できたと確信しております。

（参考⇒下側に販売管理ソフト画像を添付いたします。）
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（課題について）
　　新型コロナウイルスによる大幅減収で今後安定した収益確保と全員が生活できるような安心感の醸成が必要
　　可能となるようにコロナと上手に付き合いながらの生産活動拡大と売上ＵＰ、生活保障が最大の課題となります。
2、 事業実施体制
（１）会議に関する事項
①通常総会
開　催　日　令和2年　6月　12日（土）13時30分～15時00分
開催場所　当法人事業所　兵庫県伊丹市東有岡３丁目８１番地
出席者　10名　（うち委任状提出表決委任者　6名　運営会員総数10名）⇒新型コロナ感染拡大防止と

緊急事態宣言下のため
議事内容　令和2年度（第6期）　事業報告、決算報告等の承認について
　　　　　　　令和3年度（第7期）　事業計画、活動予算等並びに役員改選期による役員の選出承認について
　　　　　
②理事会

開　催　日　令和2年6月12日（土）15時15分～16時00分
開催場所　当法人事業所　兵庫県伊丹市東有岡３丁目８１番地

出席者　３名　（うち委任状提出表決委任者0名　＊理事総数３名）⇒新型コロナ感染拡大防止の為短時間実施
議事内容　令和2年度（第6期）　事業報告、決算報告等の承認について
　　　　　　　令和3年度（第7期）　事業計画、活動予算等の承認並びに役員改選期の代表・副代表について
　　　　　

（２）事務局体制

①事務局長：　代表理事　今川知典兼務、　事務局スタッフ：令和2年度も1名利用者である方が事務スタッフ
　　⇒利用者である障がいのある方がＰＣにおける日商ＰＣ検定資格（ワード、エクセル）を取得し、自信や達成感

をコロナ禍の中でも獲得。
②研修会*************
令和2年度サービス管理責任者研修資格取得1名
令和2年度伊丹市実施の新型コロナウイルス保健所対応、感染防止と障がい者福祉に関する研修参加

令和2年度障がい者雇用について研修会参加（高齢・障害・求職者雇用支援機構）

令和2年度事業所内職員研修等もエヴィス労務コンサルティングにより全職員実施。
また、避難訓練や非常災害対応などはコロナ感染拡大防止のため未実施でした。
サービス管理責任者1名が株式会社きるとへ視察・見学もさせて頂きました。
大変有意義な非常に重要な諸々の障がい者雇用についての学びとなりました。
（３）会員

①運営会員　10名

②賛助会員　2名

③ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協力会員　０名
（４）ご助力・ご指導頂いた機関

・伊丹市地域生活支援センター

・伊丹公共職業安定所専門援助部門

・各伊丹市、宝塚市の福祉施設及び相談支援事業所の方々

・各伊丹市、尼崎市、宝塚市の障害福祉課の方々
・株式会社きると（障がい者雇用優良企業様）
・エヴィス労務コンサルティングなど　　（順不同）
（5）助成金によりご助力とご協力頂きました財団法人様
・木口福祉財団様

　⇒販売管理卸専門のソフト購入費用の助成によりさらなる収益拡大と販売増加をするため、またビジネス
マッチングでの企業販売開拓等に活用するためのソフト購入費用を頂戴しました。本当に助けて頂き、心から
感謝申し上げます。誠にありがとうございました。

（6）令和2年度の所感について

法人立ち上げから現在に至るまで、特に今年度は、新型コロナウイルス感染防止対策により、厳しく困難な道のり
でした。
（4）の機関によるご協力や各種企業におきましても、生産活動の面で支えて下さり、また活動の原点とサービス
の対価として、各企業様には、感謝と社会貢献企業としての障がい者支援の価値づくりに今年度もコロナ禍

の中にも関わらず、ご協力頂きました。本当にありがとうございました。この場を借り、厚くお礼申し上げます。
兵庫県と伊丹市の障害福祉サービスの質の向上と広がりに真摯に取り組んでいくための土壌づくりに日々鋭意
今後も邁進し、すべての方々への感謝の気持ちを忘れずに障がい者雇用の新たなる飛躍と業務邁進を継続
していきたくあらためて粉骨砕身して参ります。新型コロナに負けないように今後も努力いたす所存でもあります。
皆様応援を何卒よろしくお願い申し上げます。また、日本国全体の新型コロナワクチンが非常に遅れております
が、少しでも早く国民皆に接種が行きわたりますよう心よりお祈り申し上げます。
以上

